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第2期中期目標期間の5年とこれから

農業環境技術研究所 理事長　佐藤 洋平

荒波に翻弄

　2006年4月から始まった第2期中期目標期間が

終了する。この期を振り返る時に、まず想い起こ

されるのは、独立行政法人を巡る再編整理の荒波

にもまれ翻弄されたことである。それは2007年6

月に開始された行政減量・効率化有識者会議によ

る基本方針の策定作業から始まり、12月24日に

は、「整理合理化計画基本方針」のもと、（独）種苗

管理センター、（独）農業生物資源研究所との統合（3

法人統合）を含む「整理合理化計画」が閣議決定され

た。直ちに3法人統合による新法人への移行に向

けた準備作業に着手したが、その後潮流は変わり、

新たな荒波にもまれることになる。2009年11月

からは行政刷新会議による「事業仕分け」と「独立行

政法人の抜本的見直し」への対応に追われ、私たち

の研究所のこれからは、未だ混沌として霧の中に

ある。

チャレンジの成果

　今中期目標期間の開始にあたり、農業環境に関

わる知識創造の機能を強化するため、研究所の組

織を管理重視のピラミッド構造から、成果重視の

マトリックス構造へと転換し、併せて、研究活動

による成果を広く社会に還元することを目指した。

　その結果、内容に優れ社会的関心が高い成果が

選定される農林水産研究成果10大トピックスに毎

年連続して選ばれ、社会的期待の実現という目的

研究が着実に成果を上げている。さらには、文部

科学大臣表彰科学技術賞（理解増進部門、研究部門）

および若手研究者表彰（文部科学大臣表彰若手科

学者賞、若手農林水産研究者表彰、日本農学進歩賞）

の受賞、40件を越える国内外の学会賞（学会賞、

論文賞、奨励賞）受賞は、研究活動の成果が高い

水準にあり、研究領域における人材の育成機能が

十全に発揮されていることの証である。

　また、農業環境問題解決にむけての国際連携と

して、2006年12月にモンスーンアジア地域の研

究機関等とコンソーシアムMARCOを組織し、以

後先導して活動を行ってきた。さらに昨年3月には、

世界各国が政府レベルで参加する国際研究ネット

ワーク（GRA：農業分野における温室効果ガスに

関するグローバル・リサーチ・アライアンス）の水

田研究グループのコーディネート機関に位置づけ

られた。このことは、MARCOのもとでの取り組み

と成果が国際的に高く評価されたものと言えよう。

これから

　冒頭に述べたように、私たちの研究所を巡る情

勢は混沌としている。しかし、研究所の本旨は、「農

業生産の対象となる生物の生育環境の保全および

改善に関する技術の向上」という社会的期待の実現

に向けた研究活動であり、「社会のための科学」と

それを支える「科学のための科学」の営みを営々と

して行い、農業環境問題の解決のための知の創造

に励むことは今後も変わることはない。そのため

には、専門性の一層の深化を図るとともに、知識

の創造における多様性の恵みを深く理解し、多様

な人材で構成されるチームにより研究を進めてい

くことが大切である。そして、チームの構成員す

べてが「農業環境問題の解決のための知識の創造」

という目的を共有し、その価値（意義）や、そのた

めに必要となるあらゆる情報を共有すること。こ

うした態勢で、より大きな展望が開かれるものと

確信している。
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